
秋''1県立博物館研究報告第30>ナ5～18ページ2005年3jj
Ann.Rep.AkitaPref．Mus.,No.30,5-18.Mai℃h2005

リニユーアルに伴う展示構成

I・自然展示室

阿部裕紀子＊船木信一難＊渡部均**＊

1．改編前の自然系展示について

昭和50年5月の開館当時、展示室は第一展示室

から第三展示室までの3カ所であった。設立榊想

(倉田他、1972)に基づき、第一展示室は総合展

示として「秋田県を時の流れに従って、地球の誕

生から昭和35年頃までを概観する展示」として企

画された。また、第二展示室は研究展示（企画展

等）であり、第三展示室は分類展示・部門展示と

して考えられた。（第二、第三展示室は昭和54年

からそれぞれ第三、第二展示室と名称変更した｡）

これらの展示室において、自然系の地質、生物の

両部門は次のように関わっていた。

地質部門：第一展示室では、地質時代を担当し、

地球形成から秋田の大地の形成史までの展示を行

った。特に「グリーンタフ変動始まる」から「秋

田にゾウがいたころ」までは、秋田の大地がどの

ように形成されてきたのかを、ジオラマや坑道模

型、岩石、鉱物、化石標本を通してわかりやすく

紹介していた。また、第三展示室では、第一展示

室でスペース等の関係で紹介できなかった多くの

資料を、秋田の化石、鉱産資源、火Il1と温泉、男

鹿半島の地質など、テーマごとに分類して展示し

た（渡部、1976)c

生物部門：進化や古生物を地質部門が担当した

ので、生物部門は主に現在の生物相を展示するこ

とになった。そのため第一展示室の地質時代・原

始時代・歴史時代という時間軸の中では展示テー

マを生かすことができなかった。そこで第三展示

室の約半分で秋田の生物についての展示を行っ

た。特に昭和54年の展示替えでは、秋田の自然の

なりたちを生態学的な視点から総合的に展示する

オープンジオラマ「自然の中の生き物」を設けた。

このオーブンジオラマは、実|祭の林の中を歩きな

がら季節や時間の変化を音や光で感じられるとい

＊＊＊＊*＊秋田県立|#物館

一ベー
ジ

う、斬新なジオラマであった。また、隣接する展

示室ではテーマに沿った展示（花と虫、有毒・有

害な生き物、雪と生物、季節展示、分類展示など）

を展開し、秋出の生物を多角的に理解できる展示

を目指した（高田・高橋、1979)。

2．新しい展示への道のり

(1)展示改編の必要性と基本構想

博物館の展示は一度完成するとそれで終了では

なく、新しい学説を展示に反映させること、増加

した収蔵資料を新しい意味づけのもとに再構成し

て紹介することが必要である。これらを目的とす

る展示替えはさまざまな規模で継続されてきた

が、開館後20年以上経過した頃より、展示の老朽

化と相まって、大規模な展示改編の必要が求めら

れてきた。

特に地質部門ではプレートテクトニクスによる

新しい地球観が確立し、それに基づいた大地の形

成史の解説が必要であった。また、生物部門のオ

ープンジオラマ「自然の中の生き物」や地質部門

の火山噴火ジオラマ「グリーンタフ変動始まる」

には光や音の変化を効果的に使う可動部分があ

り、展示の目玉であったが、両方とも装置が老朽

化して故障を繰り返し、ハード、ソフトとも修理

可能年限を超えていた。

また、今回のNMP21事業では、単なる展示改

編ではなく、博物館の機能そのものも含めたリニ

ューアルが求められた。（詳しくはこの号のp.1

～4を参照のこと）

NMP21における展示を総合博物館としてどの

ように展開するかについては多くの議論が重ねら

れたが、最終的に人文系展示と自然系展示を別々

の展示室で展開するという結論に達した。自然系

展示は、これまで2つの展示室で別々に展開して
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いた生物分野と地質分野をひとつの展示室にまと

めることで、展示に統一感をもたらし、秋田の|'｜

然を総合的に紹介することが可能になると考え

た。

そして担当学芸職員から「秋田の豊かな自然を

たくさんの標本で語る」というコンセプトが提Il,"l

された。自然展示室でめざすもの、提供するもの

について、当初考えられたのは以下のようである。

・実物資料に語らせる展示。圧倒的な数の資料

で鳶秋田の自然を拙く・

・秋Illの大地は他地域と比べ、若々しく、活動

的であることを紹介する。

・秋田に生きるたくさんの生きものたちを、そ

のまわりの環境とともに紹介する。キーワー

ドは「生物の多様性」

・郷土秋田の豊かな自然を人のくらしと関連づ

けて紹介する。

これらのコンセプトはNMP21事業を辿して貫か

れた。

(2)自然系展示室の場所の決定

基本設計に入る前の最初の問題は、141然系展示

室の場所をどこにするかということであった。当

初は、それまでの第三展示室（333㎡）で展開す

る案であった（展示室の位置はP.37の¥-4を参照の

こと。展示構成は図1)。すなわち、'I'心となる

展示は|司一フロア（二階）で展開するという、，荊

館当初からの流れに乗った形である。ところがそ

の後、機械室の移築計lmiに伴い、それまでの機械

室（展示フロアの下の階にあった）の利川を検討

することになった。最初は機械室と同じ一階フロ

アにある実験室や学習室とリンクさせ、セカンド

スクール多目的スペースや体験ゾーンの設置が考

えられた。その後、機械室の広さ（約640㎡）と

高い天井高（約6m)を展示室に生かせないかと

いう案が出された。しかし、機械室は糸|||長い部屋

であI)、柱が多く、二階の展示フロアからの階段

やエレベータが必要になるため、展示にIIl約が出

ることなどのデメリットがあった。さらに、機械

室の床而は一階フロアから1.5m下がった位置に

あり、車椅子の避難経路を考慮すると、長いスロ

ープが必要になることが分かった。検討の結果、

これらのデメリットはあるが、高低差を生かした

展示が可能であること、糸Ill長いが展示面積は広く

なること、新たな展示室を来館者に印象づけられ

ることなどを考慮し、自然系展示をⅡ｣機械室で展

開するという結論に達した。
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(3)展示設計

基本設計（平成12年3月21日基本設計図害:完

成；図2）及び実施設計（平成13年5月31日実施

設計完成；Ⅸ'3）を通して、次のような展示椛成

が検討された。

・糸|||長い展示室を有効に利用するため、生物と地

質の分野をIlllj側に分ける。

・展示を階叩i構造にし、基本テーマを「集約展示」

として紹介し、さらに詳しく知りたいときに「探

求展示」に入っていく。

・機械室の床II'llと1階廊下との高低差が1.5mある

が、展示室の床面を0.8mかさ上げし、床下部分

を雌示に有効利用する（実施設計)。また、鵬示

室の外周部には廊下に上がるためのスロープ・を設

け、スロープを歩きながら展示を見ることができ

るようにする。これらのスロープや階段を利川し

て立体的な展示をする。

・地質分野では、集約腿示として秋川の大地の形

成史を映像と標本をリンクさせて紹介する。また、

秋Ill県産の岩石・鉱物をそれぞれ分類展示する。

化石のコーナーは時間刺lに沿って標本を多数展示

するとともに、「秋ⅡIにいた大きな動物」として

大型骨格標本をまとめて展示する。

・生物分野では集約展示として秋田の自然環境を

映像と標本をリンクさせて紹介する。また、秋田

に生息する動植物を生物種ごとに分類し、できる

だけ多数の標本を展示する。さらに、トピックと

して生物の進化や変異、環境とのかかわりを紹介

する。

・腔示室の名称も「''1然展示室」と決定し、秋旧

の歴史を紹介する「人文展示室」と対比させるこ

とになった。

（4）設計の変更と施工

実際の展示工事に入る前に、実施設計を再検討

し、次のような設計変更を行った。
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3．資料の収集

今回の自然展示室の最大の特徴は、秋田を語る

標本をできるだけ多く展示することであった。

地質部門では、開館以来の寄付資料や採集資料

を中心に展示を検討した。しかし、第三紀の化石

は展示に適する標本が少なく、新たな採集が必要

であった。また、岩石については露出展示するた

めに直径20cra以上の標本が必要であり、火山岩、

深成岩とも不足していた。鉱物、特に金属鉱山の

資料については、開館当初に寄付された資料が中

心で、多くの種類を展示できる状態ではなかった。

地質担当職員は2名であり、限られた時間で県内

各地から展示に耐える資料を収集するのは困難で

あった。そこで、表lのように資料収集調査員を

委嘱し、県内の岩石・鉱物・化石資料の採集に協

力していただいた。特に化石については、採集し

た後のクリーニング作業（剖出・整形）が重要で

あるが、今回お願いした調査員はその技術に秀で

ており、すばらしい標本を展示することができた

(図6，7）。

生物部門では、生き物が生きている姿そのまま

を紹介することを目標とし、植物や魚類の多くは

アクリル樹脂に封入した標本を展示することとし

た。そのため展示する大半を新たに収集する必要

があり、県内の多くの専門家に協力を依頼した。

今回お願いした調査員は、県内で広く活動されて

いる方たちで、動植物についての知識や情報があ

り、すばらしい標本を収集していただいた。また、

当館のボランティアや自然観察指導員の方たちの

ご協力もあり、展示資料をさらに充実させること

ができた。

以上の協力に対してあらためて感謝の意を表し

たい。

表1．資料収集調査員の氏名と委嘱期間

氏名は各分野とも五十音順

苧
販
、
屡

→

図 7化石資料図6鉱物資料
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分野

地
質

生
物

化石

岩石

鉱物

植

物

動
物

維管束

植物

確致,0､｡，『＝I

海 藻

キノコ

昆虫

魚類

映像

氏名

五井昭一

佐藤隆

千葉惣永

藤本幸雄

三浦義征

沖田貞敏

菊地卓弥

高田順

松田義徳

高橋祥祐

中林信康

永田賢之助

梅津一史

佐藤福男

高橋雅禰

秋山将

草薙利美

佐藤正人

杉山秀樹

部谷正樹

子吉和

委嘱期間

平成13年～14年

平成13年～14年

平成13年

平成13年

平成13年～14年

平成14年～15年

平成14年～15年

平成13年～15年

平成14年～15年

平成14年～15年

平成14年～15年

平成14年～15年

平成13年～15年

平成14年～15年

平成13年～15年

平成14年～15年

平成14年～15年

平成14年～15年

平成13年～15年

平成15年

平成15年

掌 一聖。‐‐／
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4．新展示の概要

機械室の移築と改装、展示工事、資料列i'ii'i等を

経て、自然展示室は平成16年4月29日にオープン

した。展示室は大きく二つに分けられ、秋1llの岩

石・鉱物および化石を時間ﾘillに沿って展示する

｢大地の記憶」ゾーンと、現在の秋|刑の動植物を

環境ごとに展示する「いのちの詩」ゾーンとから

なる。

2階フロアから階段またはエレベーターで降り

ると自然展示室の中央に出る。そこでは導入展示

として骨格標本を「大地の記憶」側に、現世のほ

乳類の剥製標本を「いのちの詩」側に置き、それ

ぞれの背景に秋|Ⅱの地質概略|叉|及び、人工衛星か

ら見た現在の秋田県の画像を掲示した。この導入

展示では、秋田の自然の豊かさと地質・生物illlj者

のつながりを意識できるように資料を術成した

(図8）。

己

罰

凸

蓉司孝旦

¥ns自然展示室中央の導入展示

以下に、「大地の記憶｣、「いのちの詩」それぞ

れの展示構成と展示手法を概観する。

4－1．大地の記'億

（1）展示のねらい

秋田の地質は主に新第三紀中新世以降の地層か

ら成り、日本列島の中では若い部分である。これ

は東北｢1本の日本海側地域の特徴であるが、特に

秋田は石rillや黒鉱などの地下資源の豊富な県であ

り、多くの地質研究がなされてきた。その結果、

秋田の地名を付した地層や化石群は、その時代の

標準として世界的に通用するものが多い。また近

年、プレートテクトニクス理論等により、｜-|本海

の形成がダイナミックな陸地の移動によって説明

-u-

されるようになった。

そこで「大地の記憶」の展示では、秋Illで採集

された岩石・鉱物・化石を通して、日本海形成と

関わる秋H1の大地の形成史や、岩石・鉱物の多様

性、化石が示す過去の環境などを紹介することに

した。そして来館者に、地質標本の持つ而白さを

);iiってもらい、地質現象を考える糸口を提示する

ことを1斗標にした。

(2)展示室中央の通路に配置したコア展示

「大地の記憶」ゾーンの展示の大きな特徴は、

細長い展示室を逆に利用し、展示室に沿った時間

ilillを設定したことである。展示室中央が現在で、

奥に進むほど時間をさかのぼるように資料を配置

している。時間1illlを印象づけるため、展示室を縦

断する巾央通路には、各時代を代表する化石と岩

石を独立した展示台に展示し、上方にその時代の

特徴的な絵とタイトルを描いたバナー（垂れ幕）

をつるし、コア展示とした(W9)。

i鍵
官，＝.

、、一

抄

119コア展示

秋Illらしさを表せる時代や資料を考慮して、次

の7区分を選定した。

①生きている大地（現代）

秋|Ⅱ駒ヶ岳1970年溶岩

②ナウマンゾウがいたころ（およそ10万年前）

ナウマンゾウ臼歯化石、鳥海山溶岩

③巨大なサメ泳ぐ海（数百万～1000万年前）

カルカロドン・メガロドンの歯化石、筑紫森

岩脈

④多鳥海の時代(1500万年前）



リニューアルに伴う股シバ術成’'1然腿示案

デスモスチルスの臼歯化石、黒鉱

⑤日本海の誕生（2000万年前）

ナウマンヤマモモ化石、グリーンタフ（緑色

凝灰岩）

⑥大|唯の一部だった時代(1億年前）

太平Illの花間岩類

⑦地球形成を語る石（46億年fjll1

白岩|墳石・ｲill北|墳石・神岡mｲ「

この展示室では次に述べるように、器ｲi・鉱物

のコーナーと化ｲTのコーナーが分かれているが、

コア展示では同じ時代の化石とV卜石を¥<mに展示

することで、その時代の環境を総合的にとらえる

ことができる。来館者は、コア腿示に沿って大地

の生い立ちの概要を見ていくと'11時に、叫味を持

った時代についてはコア展示を離れて、唯面で展

開している岩石・鉱物のコーナーや化ｲiのコーナ

ーに進み、多くの標本を観察することができる。

れる。

また、このコーナーには、秋Illの第lJL|紀火山の

噴出物を粁石極ごとに展示した。さらに、火1ll活

動と関辿する州n.泉を取り上げ、北投石など、温泉

でできた鉱物を展示した。

M10秋Ill駒ヶ岳の展示

②||本抑形成後の火山活動

200万～800万年前の火Ill噴出物、鉱脈鉱床、黒

鉱鉱床の3テーマで、秋田における火成活動を標

本を迎して紹介し、現在火山の形をとどめていな

くとも火Ill活動が継続していたこと、マグマの活

動に伴う熱水が金属鉱床を形成したことを紹介し

ている(Blll)o

(3)岩石・鉱物標本の展示～大地は生きている～

「大地の記憶」展示の2番[1の特徴として、岩

石・鉱物の展示コーナーと化石の股示コーナーを

分けたことがあげられる。こうすることで、それ

ぞれのコーナーでテーマを決め、その変遷を効果

的に展示できると考えた。

岩石・鉱物のコーナーでは「大地は生きている」

というテーマで、新しい時代から地球生成までを

次の5つコーナーで構成している。

①新しい火山

火Hiの|噴火は、生きている大地を実感できる現

象である。奥羽山脈に位置する秋Ⅱl駒ケ岳は、

1970年～1971年にかけてl噴火し、火|｣1弾を噴き上

げ、およそ600mの長さの溶岩流を噴出した。当

館では平成10年度に企Ilill展「コマクサのII災〈ai-

秋田駒ヶ岳の自然史一」を実施し、生物、地質Illlj

部門で洲査し、資料を収集した。このコーナーで

は秋Ill駒ケ岳の1970-71年噴火の映像と地形模型、

火山|噴出物を組み合わせて展示し、火Illがどのよ

うに形成され、どんなものを放川するのか紹介し

た（図10)。特に地形模型では、ボタンを押すと

Ill頂や火Ill弾到達範囲が光るようにしたので、品

初に子供たちが興味を持ち、一緒に来た親や祖父

母が噴火当時の様子を話すという光景がよく見ら
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Nil黒鉱鉱床の股示

③グリーンタフ火Ill活動

新第三紀のII本における重大なできごとである

||本海の形成について、その大変動に伴って噴出

した岩ｲiを展示しつつ解説している。

④秋H二|の土台できる

基盤である深成岩や変成岩を展示し、日本列島
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秋田県立博物館研究報告第30号

と歓声をあげながら見ている人が多い（図12)。の部品がどのように移動し、集合したのか解説を

加えた。

⑤地球形成を語る石

秋田で発見された限石を中心に、世界最古の岩

石、縞状鉄鉱層などを展示した。このコーナーだ

けは秋田産の資料にこだわらず、世界各地の代表

的な標本を展示した。また、上方の大型スクリー

ンでは地球誕生から秋田駒ケ岳の噴火まで、大地

の形成史とそれを観察する生き物の眼をイメージ

できる映像を展開している。

(4)化石標本の展示～化石・化石・化石～

岩石・鉱物のコーナーと対面する側では、「化

石・化石・化石」というテーマで、秋田で産出し

た化石をできるだけ多く展示することを目標とし

た。そして来館者に、身近なところから多くの化

石が採集できること、化石を調べることによって

過去の環境や地質現象を推定できるということを

知ってもらいたいと考えた。

また、このコーナーの床面には、「秋田にいた

大きな動物」として大型ほ乳類の全身骨格標本を

まとめて展示し、その大きさを実感してもらえる

展示をめざした。博物館といえば「恐竜」のイメ

ージがあるが、秋田県内には中生代の地層がほと

んど分布せず、恐竜化石の発見が期待できないこ

とから、秋田で化石が発見されている新生代の大

きな動物をクローズアップすることにした。大型

骨格はナウマンゾウ（複製)、デスモスチルス

(複製)、デワクジラの3体である。ナウマンゾウ

と同時代の秋田に生息していたオオツノジカも展

示したかったが、展示室面積や予算の制限から、

全身骨格は展示できなかった｡。

ナウマンゾウ全身骨格は、北海道忠類村産の化

石を基に組まれた骨格の複製であるが、牙（今回

は象牙色で復元された）が長いその雄姿は展示室

のシンボル的な存在である（図13)。

これらの展示を通し、人間の目でとらえられな

いほど長いタイムスケールで大地は大きく変化す

ることを紹介し、目に見える火山活動と合わせて、

生きている星・地球を感じてもらえればという希

望を持って展示した。

岩石の展示は一般の来館者には地味な印象を与

えるが、できるだけ興味を持ってもらえるような

工夫が必要である。そこで、岩石はほとんどを露

出展示とした。直径20～30cmの岩石の1面を切断

研磨した標本を準備し、「ジャングルジム」と名

付けた3段から5段の鉄製の枠の中に設置し、来

館者がさわりながら観察できるようにした。一部

の鉱物・鉱石も同様に露出展示とし、小さな鉱物

はガラスケースあるいはアクリルカバーを利用し

た。
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図12偏光顕微鏡での観察

図13ナウマンゾウの全身骨格

また、展示室の一角に偏光顕微鏡（双眼）を2

台設置し、それぞれ3種類ずつの岩石薄片を観察

できるようにした。このコーナーは予想以上に人

気で、子供から大人まで「わ－万華鏡みたい！」

レプリカ製作に際しては、京都大学名誉教授の

亀井節夫雲博士に監修いただいた。また、同じステ

ージ上の単独ケースに皆瀬村から寄贈された臼歯

-12-



リニューアルに伴う展示椛成自然展示室

化石を展示し、「秋田にもかつてこんなゾウいた」

ことが化石から分かることを紹介している。

また、デワクジラは以前から当館を代表する大

型化石であり、旧第1展示室では導入部壁面のケ

ース内に、発掘された当時の姿で展示していた。

今回の展示改編では発掘産状を床下に展示し、強

化ガラスの上を歩きながら観察できるようにし

た。天井には復元骨格をつり下げる予定であった

が、諸事情により復元骨格ではなく長さ10mのク

ジラのシルエットを印刷したバナーを設置した。

床下展示は多くの博物館等で実施されている展示

手法であるが、当館では初めての試みであり、来

館者は皆びっくりしながらも興味を持って観察し

ているようで、最も印象に残る展示の一つだと思

う。

デスモスチルスについては、以前の展示でも骨

格標本（複製）を展示していたが、展示ケースに

入っていたため、その大きさや全体像を実感しに

くかった。今回はステージ上にオープンで展示し、

その不思議な骨格を全方位から観察できるように

した。なお、デスモスチルスの骨格復元は研究者

により様々なモデルが提唱されてきている。当館

の全身骨格は京都大学の亀井博士による復元であ

る。今回は新たに東京大学大学院の犬塚博士監修

のもと製作した生体復元模型を展示した（図14)。

5分の1スケールではあるが、最新の研究成果に

基づく模型であり、絶滅した動物の復元がいかに

大変であるか解説を付して紹介している。

スケース背後のステージでは各時代のシンボルと

なる化石をできるだけ露出展示した。さらに、時

代ごとの日本列島の位置や形、当時の環境を壁面

に設置したグラフィックパネルで紹介した（図

15。
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図15化石コーナーの展示例「多島海の浜辺で」

時代の古い方から順番に次のような構成である。

①大陸が裂けるおよそ2500万年前

阿仁合型植物群化石を展示し、日本列島が大陸

から分離し始めたこと、その気候を解説した。

②日本海が生まれるおよそ2000万前

台島型植物群化石を中心に、暖流の流入によっ

て気候が温'暖化したことを紹介。

③多島海の浜辺でおよそ1500万年前

西黒沢層、須郷田層など、秋田で最初の海成層

の化石を展示。

④冷たい海底に積もるおよそ1000万年前

女川層の魚類やクジラの化石を展示し、当時の

秋田が深い海底であったことを紹介。

⑤浅くなる海底およそ800万年前

山津田層、黒沢層など、奥羽山脈地域の地層に

含まれる化石を展示し、海底の隆起を解説。

⑥カルデラ湖に積もるおよそ500万年前

三途川層、宮田層の植物化石・昆虫化石を展示

し、陸化した奥羽山脈地域の火山活動を解説。ま

た、それより西方の海で形成された天徳寺層の化

石を展示し、地層中のノジュールについて解説。

⑦海流に沿っておよそ300万年前

笹岡層、薄井沢層の化石を展示し、日本海沿岸

地域で産出する軟体動物化石「大桑・万願寺動物

群」の解説を加えた。

図14デスモスチルス生体復元模型（製作状況）

化石コーナーの壁面では時代順に化石標本を配

置したが、来館者と化石の距離を近づけるために、

奥行きの浅いガラスケースを用いた。また、ガラ
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秋旧県立博物館研究報告第30号

した時代から、地殻変動で石油が移動・集積する

時代まで、長い地質時代にわたっている。このコ

ーナーでは石油の成因解説と、「日本一の八橋油

Ⅲ」の紹介を行い、八橋、豊川、由利原の原油を

展示した。特に原油は、比重や色の違う3種類に

ついて実|際に粘性を体験してもらえるよう、ピス

トン様の器具で原油をすくえる工夫をした。展示

川j語でいう「ハンズ・オン」展示であるが、偏光

顕微鏡と同様、子供たちが必ずさわっていくコー

ナーである（図16)。

⑧氷河時代およそ170万～1万年前

壁面に、およそ30万年前の浅海の貝類化石を多

量に含む大きな地層はぎ取り標本(4m×4m)

を展示し、手前のガラスケースにはその地層（鮪

川層）から産する化石を配置した。浅海生の貝類

の隣に亜炭やシジミを展示し、この時代の海面変

動を解説した。また、天然アスファルトに埋もれ

た動物化石（複製）を展示し、氷河時代の日本付

近の海陸分布と動物の移動をグラフィックパネル

で紹介した。

⑨縄文の海と山およそ1万～2500年前

八郎潟層はぎとり標本と貝化石を展示し、数千

年前は海だった八郎潟が、潟湖に変わったことが

化石からわかることを紹介した。

象潟の貝、鳥海山岩屑流中の埋もれ木を展示し、

およそ2500年前の鳥海山の大崩壊で運ばれた岩

石．土砂が象潟を形成したことを紹介した。
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Iこのような構成で、それぞれの時代毎に解説プ

レートを準備し、秋田の化石に関わる解説を展開

している。また、このコーナーは展示替えしやす

い什器を用いており、展示資料や解説パネルを付

け替えることでフレキシブルな展示を行うことが

できる。

』

lXll6原↑Illの粘りを比べる装置

4－2．いのちの詩

生物分野については、船木（2004）が報告して

いる。重複する部分もあるが、慨|略を次より述べ

ていく。詳しくは秋I刑県立博物館研究報告第29号

を参考にして頂きたい。

(1)展示のねらい

展示の意図については、来館者、とくに秋田県

民にとって、次の4点を目標として、展示を展開

した。

．親しみやすい展示であること

．わかりやすい展示であること

．秋田らしさを感じることのできる展示であること

、秋田の豊かな自然を紹介する展示であること

（5）トピック展示男鹿は地質の博物館、石油

の話

展示室内に時間軸を設定した関係で、時|岬'11に

乗らないテーマは、トピック展示として独立した

コーナーを設けた。

①「男鹿は地質の博物館」

男鹿半烏が地質学的にいかに重要なフィールド

であるかは、地質に携わる人には周知の事実であ

るが、一般来館者にはまだ普通の観光地としてし

か知られていない。このコーナーでは男鹿半島の

地質の解説と、実物標本を展示し、男鹿半島が地

質学のメッカといえる場所であること、男鹿半島

を一周すると秋田の大地の生いたちが分かるとい

うことを紹介している。

②「石油の話」

秋田の地質の中で、石油ははずせないテーマで

ある。その成因は、石1Illのもとになる物質の堆積

(2)展示室中央の通路に配置したコア展示

「いのちの詩」ゾーンでは、秋Illの多様な環境

を「自然林」、「里Ill」、「河川・湖沼・湿原」、

｢街・耕地・草地｣、「海・沿岸」の5つのコーナ

ーで代表させた。実際には多様な環境が存在する

が、空間の制限と来館者の親しみの度合いを考慮

-14-



リニューアルに伴う展示描成’'1然展示室
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図17コア展示のバナー（垂れ幕）イラスト
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して上記のコーナー構成とした（船木、2004)。

各コーナーの入口となる中央通路には、コーナー

を代表し、かつ県民になじみ深い生物を展示した。

資料の上方には、それぞれの環境を特徴的に示す

絵とタイトルを描いたバナー（図17)をつるし、

コア展示とした（下記①～⑤)。なお、コア展示

は、細長い展示室の中央部分を地質分野から生物

分野まで直線で貫くようにI肥置されている。

①白神山地クマゲラ（複製）

②自然林アキタブキ、フキノトウ（複製）

③里山スギヒラタケ（樹脂含浸標本）

④河川・湖沼・湿原クニマス（複製）

⑤街・耕地・草地イネ（アクリル封入標本）

⑥海・沿岸ハタハタ（複製）
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図18環境ごとのバナー

その環境に生育する動植物を、多くの標本で展

示しようとしても展示スペースに限界があるの

で、壁面バナーの一部にディスプレイを設置し、

動植物や周りの環境映像を流している。約3年間

かけて館職員が撮ったものや県内の愛好家から提

供していただいたもの、資料収集調査員による水

中映像などを元にして館職員が編集した。映像に

テロップをいれ、音声なしで、開館中はエンドレ

スで流している。映像資料は今後も変更可能であ

る。

どのコーナーも標本は壁面に配置したが、今後

も新たな標本が入れば自由に変更できるような壁

面材料と設置方法をとった。

展示標本について、特に動物については、船木

(2004）が報告しているので、本稿では主に植物

を中心に紹介する。

植物標本のうち、維管束植物とコケ植物は、ア

クリル封入標本にして壁面に展示した。アクリル

封入標本は、長年、葉や花の色がそのまま残る他、

立体的な形が保持できる長所がある。しかし、重

いことが欠点なため、1個ずつそのまま壁而に設

置することができず、木のパネルに数個ずつ貼り

付け、壁面に取り付けた（図19)。

展示スペースが狭いので、さらに維管束植物は、

原色さく葉標本箱をコーナーごとに設置した（図

20)。原色さく葉標本は館で作製できるので、交

換は自Illである。作製して2年以上経過している

標本もあるが、退色は少ないようである。ただし、

太い枝を持つ標本は、来館者のよって上から触ら

れたことが主な原因で小さい穴があいてしまい、

袋の入れ替えをすることがある。

(3)トピック展示

コア展示と各コーナーを結びつける役割とし

て、トピック展示（下記の①～⑥）をそれぞれに

配置した。この展示は、ペーパークラフトと標本

を組み合わせたもの、または標本をペーパークラ

フトで作製したものである。さらに全体を絵本的

に表現し、自然に対して親しみやすさを持っても

らえるように工夫した。

①自然林雪国の植物（ユキツバキ）

②里山里山のめぐみ（リスと木の実数種）

③河川・湖沼・湿原北限の魚たち（秋田を分布

の北限とする淡水魚5種）

④街・耕地・草地人とともに暮らす生き物（ス

ズメ）

⑤海・沿岸暖流が運んできた動物たち

（動物6種）

⑥〃カバザクラの個体変異（サクラ

ガイの仲I.'U)

(4)各コーナーの展示について

それぞれのコーナーの壁面は、環境を明確にあ

らわす特徴的な場所の写真を大きな垂れ幕（バナ

ー）にして設置した。ただし、少しぼかしをかけ

て来館者にソフトな印象を与えるように写真は加

工したものを用いた（図18)c

-6-
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4－3．展示替えコーナー

自然展示室の中央に独立した「展示替えコーナ

ー」を設置した。購入や寄付で新たに受け入れた

資料や、常設展示ではなかなか展示できないよう

な資料、一連のテーマを持つ資料等を紹介するた

めのコーナーである。

リニューアルオープン時は、「秋田県で絶滅し

た種・危慎に瀕している種」をテーマに展示し、

｢レッドデータ」の普及を行った。また、解説貝

に「生物標本の作り方はどうするのか」という質

問が多く寄せられたこともあり、10月からは、

｢生物標本の作製の仕方」をテーマにして剥製や

アクリル標本の作り方などをわかりやすく展示し

た（図22)。また、絶滅したクニマスの唯一の彩

色画が寄贈されたことを受け、平成17年3月はク

ニマスに関する展示を行った。今後も定期的に更

新し、平成17年4月からは、鉱物標本を展示する

予定である。
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図19アクリル樹脂封入標本（植物）
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図22展示替えコーナー

屯
5．評価と今後の課題

以上のように、自然展示室は「秋田の豊かな自

然を豊富な実物資料で語る」展示を目指した。室

内は白を基調にした明るい空間であり、オープン

以来多くの来館者を迎え、概ね好評を得ている。

しかし、オープン後、改善すべき点、検討すべき

部分が多く見つかっている。それらのいくつかを

以下に列挙する。

図21凍結真空乾燥標本（キノコ）

キノコ類は、以前から展示されていたレプリカ

と新たに収集して凍結真空乾燥標本にしたもの

(図21)を展示した。白色や赤、オレンジ色のも

のなどは茶色に変色してしまい、展示できなかっ

たものもある。凍結真空乾燥標本は実物を用いて

いるため、形はほとんどそのまま維持されるので

変色の問題が解決されれば、とてもよい標本とな

る。また展示用としてだけでなく、研究用として、

キノコの分類などにも貢献することができるであ

ろう。

(1)観覧動線に関わること

地質展示「大地の記憶」では展示室内に時間軸

を設定したが、中央のコア展示、岩石・鉱物コー

ナー、化石コーナーと、3本の時間軸が平行して
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いる。観覧順路を特に設定していないため、どの

順番で見るか迷う人もいる。対策としては、解説

員による誘導や展示室の案lﾉ1表示の強化が考えら

れ、現在検討中である。

(2)展示できなかった項目について

今までの展示では、文字による解説パネルが壁

にあI)、その説明に沿って代表的な資料を並べる

ことが多かったが、新しい展示では壁面の文字は

できるだけ少なくし、実物資料をたくさんl恥置す

るという方針で展示を行った。その結果、実物資

料が出しにくいテーマ、たとえば地震や地形、気

象については、展示空間が狭いこともあり、展示

することができなかった。これらのテーマについ

ては企、展等で紹介していきたい。

秋田らしさを表すためには他の地方との比較が

必要である。魚類や植物では解説パネルでその説

|ﾘ1を行った。今後は展示替えコーナーを利jⅡする

などして、実物資料の比較を通して紹介したい。

(3)来館者の要望で追加．修正した点

オープン以来、来館者から多くの要望が寄せら

れた。解説員の日誌やアンケート等をもとに、寄

せられた要望をまとめ、可能な限り対応してきた

が、そのうちのいくつかを以下に示す。

岩石の偏光顕微鏡は子供に人気のコーナーだ

が、幼稚園以下の子供では背が届かないことが多

かったので、急遼踏み台を設置した。対象年齢を

小学校低学年までと考えて高さを設定していた

が、予想以上に小さな子供が興味を示したことは

うれしい誤算であった。

小さい魚類等のアクリル封入標本は、チェーン

を取り付け、手にとって見ることができるように

設置している。オープン後に、植物でも同様のも

のがあればよいという要望が多かったので、展示

スペースに余裕があったコーナーには、小さい標

本を数個取り付けた（図23)。

(4)解説系について

展示においては、展示資料1点1点の持つ面白

さをわかりやすく解説することが大切であるが、

現状ではまだまだ不十分である。展示室内の1コ
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図23手にとって見ることができるアクリル樹脂

封入標本

－ナーに検索パソコンを設置し、その中で資料解

説を行っており、館職員が入力できるシステムに

している。今後内容を充実させるとともに、展示

資料の近くに解説シートを置くなど、来館者のニ

ーズに応えていく必要がある。

展示は一度組み上げて終わるものではなく、常

に新しいものを取り入れ、変化させていかなけれ

ばならない。そのために自然展示室では展示替え

コーナーや、展示替えしやすい壁やケースを導入

した。あとは担当者がいかに展示改善に取り組む

かであるが、そのためには博物館に興1床を持って

来館する多くの人々や、自然科学に関わる多くの

研究者の協力が不可欠である。今回のリニューア

ルでも資料収集や展示1監修、助言など、たくさん

の方々から協力いただいた。この場を借りて御礼

Illし上げるとともに、このあともさらなるご指導

ご助言をいただけるよう、お願いしたい。
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